
令和７年度 評価基準 
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単元名 月 学習活動  知識・技能 思考・判断 
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『コロックルレポートの 

制作』 

 

①身の回りにある計測・ 

制御システムを調べる。 

 

②計測・制御システムに 

おけるプログラムの役割 

を調べる。 

 

③計測・制御のプログラミ 

ングによって解決できる 

問題を見つける。発見した 

問題を解決するための課 

題を設定する。 

 

④プログラム学習 

・順次処理・反復処理・分

岐処理のプログラムの作

成 

 

⑤電気製品と処理 

 

 

 

・電気はんだごての構造と 

エネルギー変換について 

 

エネルギー変換の技術の

プラス面、マイナス面につ

いて考え、これからどのよ

うに技術の最適化を図っ

ていくとよいかをまとめ

る。 

 

 

 

 

計測・制御システムの基 

本的な構成を理解してい 

る。 

 

計測・制御システムにお 

けるプログラムの役割を 

理解している。 

 

 

 

入出力されるデータの流 

れを基に計測・制御シス 

テムを構想する力を身に 

付けている 

 

順次処理、反復処理、分岐

処理の記号の意味を理解

し、フローチャートでプロ

グラムを表すことができ

る。 

 

 

 

 

 

エネルギー変換の技術の 

概念について理解してい 

る。 

 

「技術の見 

方・考え 

方」を働か 

せて、問題 

を発見し、 

自分なりの 

課題を設定 

する力を身 

に付けてい 

る。 

 

入出力され 

るデータの 

流れを基 

に，計測・ 

制御システ 

ムを構想す 

る力を身に 

付けてい 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

エネルギー 

変換の技術 

の最適化に 

ついて考え 

ている。 

 

自分なりの 

新しい考え 

方や捉え方 

によって、 

知的財産を 

創造すると 

ともに他者 

のアイディ 

アを尊重 

し、それら 

を保護・活 

用しようと 

している。 

 

他者と協働 

して、粘り 

強く取り組 

もうとして 

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自らの問題 

解決を振り 

返り、より 

よいものと 

なるように 

改善・修正 

しようとし 

ている。 

エネルギー 

変換の技術 

を工夫し創 

造しようと 

している。 
 


